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わ
が
固
に
お
け
る
議
会
政
治
の
シ
ン
ボ
ル
＼
て
あ
る
国
会
議
事
堂
。
現
在
の
議
事
堂
ば
昭
和
十
一
年
に
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
先

駆
と
な
っ
た
最
初
の
議
事
堂
（
第
一
次
帝
国
議
会
仮
議
事
堂
）
ば
、
文
明
開
花
の
鎚
音
高
い
明
治
期
、
自
由
民
権
運
動
の
高
揚

を
背
景
と
し
て
誕
生
し
た
。
明
治
元
年
に
発
ぜ
ら
れ
た
五
箇
条
の
御
誓
文
に
お
け
る
、
「
広
く
会
議
を
興
し
万
機
公
論
に
決
ナ
べ

し
」
の
具
体
化
と
も
い
え
る
こ
の
議
事
堂
ば
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
折
り
し
も
一
九
八
五
年
十
二
月
ば
、

内
閣
制
度
発
足
百
年
国
会
開
設
九
五
周
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
て
今
回
、
大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l

ム
ば
、
東
京
工
業
大
学

教
授
・
平
井
聖
氏
の
監
修
に
よ
り
、
わ
が
国
近
代
建
築
の
揺
藍
期
に
建
設
さ
れ
た
第
一
次
国
会
議
事
堂
の
復
元
に
挑
戦
し
た
。

第
一
次
議
事
堂
建
設
の
沿
革

一
、

始
め
に
来
日
し
た
ワ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
は
、
当
初
の
議
事
堂
建
設
予
定
地
、
て

あ
っ
た
日
比
谷
の
練
兵
場
跡
地
を
調
査
し
、

実
、
そ
の
地
は
、

地
盤
の
悪
さ
か
ら
建
設
地
を

変
更
し
た
。
事

明
治
維
新
を
契
機
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
近
代
化
の
道
を
模
索
し
て
い
た
新
政
府

が
、
つ
い
に
国
会
開
設
の
決
議
を
下
し
た
の
は
明
治
十
四
年
十
月
の
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
時

日
本
の
建
築
家
か
ら
も
地
盤
の
悪
さ
を
指
摘
さ
れて
い
た

場
所
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
と
交
代
て
来
日
し
た
ヘ
ル
マ
ン・
エ
ン
デ
は

、

最

の
政
府
は
、
三
条
実
美
を
太
政
大
臣
と
し
、伊
藤
博
文
、

西
郷
従
道
なE
を

山
県
有
朋
、

初
の
予
定
地
に
執
着
し
て
試
掘
を
繰
り
返
し

、
莫
大
な
浪
費
を
重
ね
た
。
し

か
も
、
コニ

ン

参
議
と
し
た
体
制
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
議
は
、
西
南
の
役
の
後
、
A岳
地
に
盛
り
上
が
り
を

デ
が
帰
国
後
に
送
っ
て
き
た
議
事
堂
設
計
図
は

、

奇
妙
な
和
洋
折
衷
案
、
て
、日本
の
建
築

み
せ
た
自
由
民
権
派
の
民
選
議
院
設
立
運
動
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
ま
た
、新
政
府
が

家
の
多
く
が
首
を
ひ
ね
る
結
果
と
な
っ
た
。

わ
が
国
に
初
の
立
憲
議
会
制
を
確
立
す
る
決
意
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
時
に
発

そ
の
上
、
財
政
の
逼
迫t
、
時
間
的
な
制
約
も
重
な
り
、

つ
い
に

当
初
の
予
定
が
大
幅

せ
ら
れ
た
詔
書
に
よ
っ
て
、
「
十
年
後
（
明
治
二
十
三
年
）
の
国
会
開
設
」
が
約
束
さ
れ
た
。

に
変
更
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
ず
、
建
設
地
は
麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目
（
現
在
の
通
産
省

こ
れ
を
受
け
て
、
民
問
、
で
は
板
垣
退
助
の
自
由
党
、
大
隈
重
信
の
立
憲
改
進
党
な

E

が

が
あ
る
。
フ
ロ
ッ
ク
）
t

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
建
築
は
中
止
さ
れ
て
洋
風
木
造
建
築
、
と
な

り
、
そ
の
設
計
を
、
ド
イ
ツ
人
技
師
ア
ド
ル
フ・
ス
テ
ヒ
ミ
ユ
レ
ル
と
臨
時
建
築
局
技
師
の

次
々
に
組
織
さ
れ
、
同
会
開
設
へ
の
期
待
は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
。
一
方
、
新
政
府
も
海

外
の
先
進
諸
国
に
学
び
な
が
ら
、政
治
体
制
の
変
革
に
努
め
た
。
明
治
十
八
年
に
は
、
そ

吉
井
茂
則
が
拘
逗
→
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
本
建
築
の
議事
堂
を
建
て
る

含
み
を
持
た
せ

れ
ま
で
の
太
政
官
制
度
に
代
わ
り
、
内
閣
制
度
を
発
足
さ
せ
、
初
代
の
内
閣
総
理
大
臣
に

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
わ
が
国
最
初
の
議
事
堂
は
、
明
治
二
十
三
年
の
国
会
開
設

伊
藤
博
文
が
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
立
憲
政
治
の
担
幹
と
な
る
憲
法
の
起
草
が
進
め
ら
れ
、

に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、

の
で
あ
る
。

第

一
次
仮
議
事
堂
と
ピ
フ
名
称
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

一
年に
は
大
H

本
帝
同
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
大
き
な
時
代
の
波
の
巾
で
、
近
代
化
を
急
「
日
木
は
、
先
進
諸
国
に
負
け
な

明
治
二
十

こ
の
仮
議事
堂
は
、

明
治
二
十

一
年
六
月
に
起
－L
し
、

二
年
半
の
歳
月
を
か
け
て
二
十

い
議
会
活
動
の
場
を
建
設す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

。

つ
ま
り
、
帝
同
議
会
議
事
堂
の
建
設

三
年
十
一
月
に
竣
玉
し
た
。
そ
し
て
竣
て
ま
も
な
い
十
一
月
二
十
九
日
、
こ
こ
に
お
い

て

記
念
す
べ
き
第
一
回
帝
国
議
会
の
開
院
式
が
行
わ
れ
、
わ
が
国
の
議
会
政
治
が
出
発
し
た

、
で
あ
る
。
そ
の
準
備
の
た
め
に
、
明
治
十
九
年
二
月
、
内
閣
に
外
務
大
臣
井
上
馨
を
総
裁

t

す
る
臨
時
建
築
局
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
の
同
会
議
事
堂
、
が
あ
る
永
田
町
界
隈
に
、

の
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
に
よ
れ
ば
、
開
院
式
当
日
は
明
治
天
皇
の
行
幸
が
あ
り
、
大
礼

議
事
堂
を
中
心
に
諸
官
庁
を
集
約
的
に
建
設
す
る

一
大
計曲
が
立
案
さ
れ
た
の
で
あ
る。

服
仁
勲
章
を
付
け
た
貴
族
院
議
員
は
馬
車
で
、
通
常
礼
服
の
｛
翠
誠
院
議
員
は
人
力
車
、
て
、

当
時
の
政
府
は
、
両
洋
化
仁
よ
る
近
代
化
を
図
っ
て
い
た

。

ま
た
、
不
平
等
条
約
の
改

議
事
堂
正
門
前
に
次
々
と
乗
り
着
け
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

正
を
め
、
ぎ
し
、
諸
外
凶
と
友
好
関
係
を
保
つ
た
め
の
鹿
嶋
館
外
交
を
展
開
し
て
い
た
。
そ

し
か
し
、
こ
の
第

一
次
仮
議
事
堂
は
短
命
、
で
あ
っ
た
。
開
院
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
わ
ず

う
し
た
外
交
政
策
を
受
け
、
わ
が
国
最
初
の
議
官
令一は
、
ド
イ
ツ
か
ら
娃
築
家
を
招
き
、

か
二
カ
月
後
、
議
会
が
ま
だ
閉
会
中
だ
っ
た
明
治
二
十
四
年

一
月
二
十
日
未
明
、
突
然
の

そ
の
指
導
の
も
と
に
煉
瓦
造
の
本
格
建
築
が
行
わ
れ
る
こ
t

に
決
ま
っ
た
の
で
あ
る。

出
火
に
よ
り
ま
た
た
く
問
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る

。

ま
さ
に
、

幻
の
議
事
堂t

い
・
えL
4
pフ
。

は
、
昭
和
十
三
年
発
行
の

『
帝
国
議
会
議
事
堂
建
築
報
告書
』
に
掲
載
さ
れ
た
図
面
と
も

一
致
し
て
お
り
、
建
物
平
面
の
数
値
な
ど
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
準
拠
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
幸
運
で
あ
っ
た
の
は
、
建
築
学
会
に
、
第
一
次
仮
議
事
堂
の
外
観
正
面
写
真
が

た
つ
た
一
菜
、
だ
け
残
っ
て
い
た
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
こ
の
写
真
は
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
も

転
写
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
乾
板
が
建
築
尚
子
会
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
資
料
を
復一応
の
基
礎t
し
、
さ
ら
に
前
出
の
報
告
書
に
あ

る
内
観
写
兵
（
衆
議
院
、
貴
族
院
、
傍
聴
席
な
ど
て
当
時
の
錦
絵
（
大
日
本
帝
国
議
会
開

院
式
場
之
凶
、
憲
法
顕
彰
会
絵
画
帳
、
帝
国
衆
議
院
会
議
之
阿
な
ど
て
議
員
宿
所
表
写

真
、
そ
し
て
平
井
教
授
よ
り
提
供
して
い
た
だ
い
た
衆議
院
・

貴
族
院
内
観
版
画
コ
ピ
！

な
E

を
参
考
と
し
て
、
今
回
の
作
業
を
進
め
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
わ
が
同
最
初
の
議4
堂
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
姿
は
現
在
に
ほt
ん
E

知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た

資
料
を
も
と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
最
新
の
解
析
技
術
を
駆
使
し
て
、その
復
元
に

挑
戦
し
た。

一
一、

第
一
次
帝
国
議
会
仮
議
事
堂
の
復
元

－
復
元
年
u
xの前
提

第
一
次
仮
議
事
堂
の
復
元
に
際
し
、
ま
ず
憲
政
記
念
館
、
円
木
建
築
子
会
、
国
会
凶
書

館
な
E

の
諸
機
関
に
あ
た
り
、
当
時
の
資
料
の
収
集
を
行
っ
た
。
文
献
資
料
は
決
し
て
多

く
は
な
い
が
、
そ
の
い
く
つ
か
に
は
w
l時
を
競
い
知
る
た
め
の
数
値
の
記
載
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば

『
議
会制
度
七
卜
年
史
』

（
衆
議
院
・
参
議
院
編
発
行
）
に
よ
る
t

、
第

一
次

仮
議
事
堂
の
規
模
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

－

位
置
：
：
：
麹
町
区
内
幸
町
二
丁
目

－

敷
地
坪
数
：
：
：
七
、
主
二
坪
三
合
一
勺

－

建
物
坪
数：
：
：

二
、
五
六
二
坪
（
付
属
建
物
を
含
む
）

・
構
造
：
：
：
木
造
洋
風
二
階
建

－

工
費
：
：
：
二
三
万
三
、
八
六
八
円
七
九
銭
五
厘

ち
な
み
に
、
現
在
の
国
会
議事
堂
は
、
敷
地
面
積
が
約
二
一
、
九
三
六
坪
、
建
坪
（
本
館
）

は
三
、
七
五O
坪
で
あ
る

。

次
に
、
文
献
の
い
く
つ
か
に
は
、
平
面
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
平
面
図
か
ら
、
第
一
次
仮
議
事
堂
は
、
正
面
を
東
南
方
向
に
向
け
、
八
角
型
二
層
の

中
央
部
を
有
し
、
向
か
っ
て
右
に
貴
族
院
、
左
に
衆
議
院
が
配
置
き
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

－
復
元
作
業

一
枚
の
平
面
図
と
立
面
の
姿
を
唯一
窺
え
る
写
真
か
ら
、
外

観
内
観
そ
れ
ぞ
れ
の
立
面
図
を
作
成
し
、
往
時
の
議
事
堂
の
姿
を
建
築
的
に
浮
か
び
上
が

ら

せ
る
こ
と
に
あ
る
。

特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
宰
エ
具
か
ら
の
図
面
作
成
で
あ
る
。

基
礎
資
料
の
う
ち
、
平
面
図
の
精
度
に
は
信
頼
が
お
り
る
が、
写
真
は
一
見
、
建
物
の
姿

を
正
確
に
伝
え
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
建
築
的
に
み
る
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
視
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
ど
の
位
置
（
距
離
、
高
さ
、
角
度
な
ど
）

か
ら
撮
影
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、
写
真
上
の
建
物
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
立
体
的
な
角
度

が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
期
の
写
真
で
あ
る
た
め
、
解
像
度
は
低
く
細
部に
は
不
明

な
点
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
克
服
す
る
か
が
、
今
回
の
作
業
の
ひ
と
つ
の
テl
マ

、
で
あ
っ
た
。

今
同
の
復
元
の
主
眼
は

ま
ず
、
写
真
か
ら
図
面
を
お
こ
す
に
は
、
い
わ
ゆ
る
透
視
図
を
作
成
す
る
時
の
逆
の
作

業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
写
真
を
透
視
図
に
見
た
て
、
そ
こ
か
ら
消
点
と
視
点
（
人
間
の

自
の
位
置
）
と
を
求
め
て
、
平
面
図I
ζ

立
面
図
に
直
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
、

平
面
図
は
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
根
拠
に
立
面
図
を
お
こ
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

復
元
作
業
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
っ
た
。

①
最
初
仁
、
建
築
学
会
よ
り
入
手
し
た
外
観
正
面
写
真
の
外
郭
線
を
な
ぞ
り
、
パ
ー
ス
を

作
成
し
て
、
消
点
を
求
め
た
。

②
仮
定
画
面
（
透
視
図
の
倍
率
を
求
め
る
た
め
に
基
準
と
す
る
画
面
）
の
上
、
て
の
平
面
す

法
と
、
入
手
し
た
平
面
図
上
の
寸
法
を
比
較
し
て
、
倍
率
を
求
め
た
。

③
そ
の
倍
率
に
従
っ
て
調
整
し
た
平
面
図t
パ
l

ス
か
ら
、
作
図
的
に
視
点
を
求
め
、
同

じ
倍
率
か
ら
各
部
分
の
高
さ
を
算
出
し
て
立
面
図
を
作
成
し
た
。
以
上
の
作
図
は
す
べ
て

手
描
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
平
面
図
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
部
分
的
に
で
は
あ
る

が
顕
著
な
違
い
が
見
ら
れ
、E
の
平
面
図
が
正
確
な
も
の
で
あ
る
か
判
断
に
迷
っ
た
。
当

時
の
臨
時
建
築
局
は
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
や
エ
ン
デ
に
対
す
る
工
事
発
注
に
あ
た
り
、
予
算
不

足
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
議
事
堂
建
設
当
時
の
新
聞
を
み
る
と
、
当
初
は
十
三
万
円
程

度
で
あ
っ
た
建
設
予
算
が
、
設
計
段
階
や
工
事
市
仁
次
第
に
増
え
、
最
終
的
に
は

『
議会

制
度
七
十
年
史
』
に
も
見
ら
れ
る
金
額
に
至
っ
た
経
緯
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推

察
す
る
と
、
お
そ
ら
く
議
事
堂
建
設
中
に
幾
度
か
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
さ
ら
に
信
頼
で
き
る
平
面
図
を
捜
し
た
と
こ
ろ
、
亙
尽
工
業
大
学
の
平
井
聖
教

授
の
ご
指
摘
に
よ
り
、
明
治
二
十
三
年
四
月
発
行
の『
建
築
雑
誌
』
第
三
九
号
（
日
本
建
築

学
会
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
縮
尺
二
百
分
の
一
の
平
面
図
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た。こ
れ

④
こ
こ
ま
で
の
作
業
で
得
た
視
点
で
は
、
作
図
上
の
誤
差
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
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面
図
と
立
面
図
を
も
と
に
逆
に
パl
ス
を
作
成
し
、そ
の
パ
l

ス
と
外
観
写
真
と
を
重
ね

多
少
ず
れ
た
部
分
が
生
じ
る
。そ
の
修
正
の
た
め
に
は
、試
行
錯
誤
的
に

合
わ
せ
る
I
ζ
、

視
点
の
位
置
を
微
調
整
し
て
、も
っ
と
も
ず
れ
の
少
な
い
パl
ス
に
よ
っ
て
視
点
を
最
終

決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
作
業
を
人
間
の
手
、
て
行
う
と
、
膨
大
な
時
聞
を
要
す
る
。

⑤
そ
こ
で
今
回
は
、
当
社
開
発
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
最
新
鋭設
計
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
、
四
十
以
上
の
視
点
か
ら
最
も
合
致
す
る
パ
l

ス
を
運
び
出
し
て
最
終
的
な
視
点
を
決

定
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
解
析
の
結
果
、外
観
写
真
は
、議
事
堂
正
面
申
央
に
向
か
っ
て

建
物
か
ら
の
距
離
八
七
・

五
灯
、
さ
ら
に
地
上
六
M
の
高
さ
か
ら
、
レ
ン
ズ
を

右
六
灯
、

水
平
に
か
ま
え
て
建
物
正
面
に
直
角
方
向
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

。

、
」
れ
は
現
在
の
場
所
で
い
え
ば
、
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
な
E

が
あ
る
飯
野
ピ
ル
の
三
階
付
近
に

該
当
す
る
。

⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
修
正
し
た
視
点
を
も
と
に
、
議
事
堂
各
部
の
よ
り
正
確
な
寸
法
を
求

め
、
再
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
立
面
図
を
修
正
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
。

⑦
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
立
面
図
に
、
手
描
き
で
正
面
手
す
り
や
車
寄
せ
な
ど
の
外
部

装
飾
を
加
え
、
さ
ら
に
線
の
太
さ
な
ど
の
調
整
を
行
っ
た
。
装
飾
に
関
し
て
は
、
写
真
か

同

ら
は
判
別
で
き
な
い
部
分
が
多
い
の
で
、
ワ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ペ
ッ
ク
マ
ン
の
他
の
作
品
例

や
、
当
時
の
作
風
を
参
考
に
し
て
描
写
し
た
。
ま
た
、
同
様
に
写
真
か
ら
判
別
て
き
な
い

外
壁
に
つ
い
て
は
、
錦
絵
な
ど
を
参
考
に
、
当
時
多
く
使
わ
れ
た
、
ド
イ
ツ
下
見
板
張
り

t

相
官
疋
し
た
。

⑧
最
後
に
、
手
作
業
て
加
筆
し
た
立
面
図
を
再
び
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
最
終
立
面
図
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
作
凶
し
た
。

な
お
、
平
面
図
の
左
右
両
端
（
貴
族
院
、
衆
議
院
の
外
側
）
に
は
、
ス
パ
ン
約

三
・
五
問

、

て
書
記
｛
異
議
長
室
な
E

の
付
属
屋
が
見
ら
れ
る。

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
外
観
写
真

で
は
わ
ず
か
に
屋
根
の
一
部
が
見
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
上
、
近
隣
家
屋
の
屋
根
が
重
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
正
確
な
屋
担
形
状
が
判
別
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
撮
影
さ
れ
た
棟

線
の
折
れ
方
だ
け
を
根
拠
に
、
数
種
類
の
屋
根
伏
を
相
官
疋
し
、
当
時
の
屋
根
の
納
ま
り
か

ら
検
討
を
加
え
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
湯
島
の
岩
崎
邸
なE
に
も
用
い
ら
れ
た
陸
屋

担
を

一
部
分
に
採
用
し
た
。

以
上
が
外
観
仁
つ
い
て
の
作
業
で
あ
る
。

内
観
に
つ
い
て
は
、
貴
族
院
、
衆
議
院
の
両
議
場
の
復
元
を
行
っ
た
。
両
議
場
を
比
較

す
る
と
、
貴
族
院
の
議
壇
奥
に
玉
座
が
あ
る
ほ
か
は
、
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ

る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
衆
議
院
議
場
の
内
観
写
真
を
も
と
に
し
、
貴
族
院
議
場
と
貴
族

院
傍
聴
席
の
内
観
写
真
、
両
議
院
内
観
版
画
な
ど
を
参
考
に
し
て
作
造
ヂ
ゲ
』
進
め
た
。

復
元
の
過
程
は
、
外
観
の
場
合
と
同
様
だ
が
、
最
初
の
段
階
、
て
一
点
透
視
と
思
わ
れ
た

も
の
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
解
析
に
よ
っ
て
二
点
透
視
で
あ
る
こt
が
判
明
し
、
そ
の
時

点
、
て
大
幅
な
修
正
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
内
観
写
真
は
、
議
壇
中
央
よ
り
右

0
・
四
幻
、

議
壇
前
面
よ
り
距
離
一
六
・

二
三
灯
、
そ
し
て
一
階
床
面
よ
り
五
・O
一
灯
の
高
き
の
と

こ
ろ
か
ら
、
レ
ン
ズ
を
水
平
に
か
ま
え
て
、
正
面
中
央
よ
り0
・
二
五
幻
左
の
と
こ
ろ
仁

向
け
て
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
撮
影
位
置
を
建
物
の
中
で
推
察
す
る
と
、
二
階
傍

聴
席
前
列
に
合
致
し
た
。

こ
う
し
て
、
わ
が
国
に
誕
生
し
た
最
初
の
議
事
堂
は
、
百
年
の
眠
り
か
ら
覚
め
、
往
時

の
姿
を
現
し
た
。
そ
れ
は
、
現
在
の
国
会
議
事
堂
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
木
造
二
階
建
て

の
建
築
、
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
日
本
で
初
め
て
の
立
憲
議
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
れ
を
待
ち
の
ぞ
ん
だ
人
々
の
息
吹
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
「
全
国
民
待
望
の

国
会
は
聞
か
れ
た
り
」
と
い
う
当
時
の
新
聞
の
見
出
し
に
、
人
々
が
こ
の
議
事
堂
の
完
成

を
E

う
受
け
と
め
た
か
が
偲
、
ば
れ
る
。

建
築
的
に
は
、
こ
の
仮
議
事
堂
は
洋
風
で
あ
る
が
、
エ
ン
デ
の
案
が
採
用
さ
れ
ず
、
日

独
の
技
師
の
協
力
案
と
な
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
完
成
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
、
て
焼
失
し
た
と

い
う
数
奇
な
運
命
を
担
っ
た
議
事
堂
だ
け
に
、
日
本
の
近
代
建
築
史
上
、
て
も
き
わ
め
て
興

味
深
い
建
築
物
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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作
業
を
終
え
て

わ
ず
か
二
カ
月

、

て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
第一次
仮

議
事
堂
の
復
元
に
あ
た
っ
て
、
懸
念
さ
れ
た
こ
と
は
、

そ
の
短
命
ゆ
え
の
資
料
の
少
な
き
で
あ
っ
た

。

作
業

を
進
め
る
に
従
っ
て
、
こ
の
危
慎
は
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
き
た

。
建
設
が
始
ま
っ
た
明
治
二
十
一
年
頃

の
新
聞
記
事
の
断
片
、
憲
政
関
係
の
資
料
の
建
築
に

関
す
る
記
述
や
挿
絵
の
拾
い
出し
な

、

ど
の
作
業
に
、

当
初
は
明
け
暮
れ
た
。
ま
た
外
観
写
真
を
発
見
し
喜

ん
で
み
れ
ば
、
実
は
第
二
次
仮
議
事
堂
の
も
の
で
あ

っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
く
い
違
い
が
み
ら
れ

た
り
t

、
資
料
の
確
定
に
は
予
想
を
超
え
る
時
聞
を

要
し
た
。
し
か
し
、
資
料
が
暖
昧
、
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
推
理
・

臆
測
の
楽
し
き

も
増
え
る
。

復
元
へ
の
第
一
歩
は
、
憲
政
記
念
館
の
方
々
の
温

か
い
ご
協
力
で
始
ま
っ
た。

両
議
場
内
部
の
写
真
、

外
観
の
錦
絵
な
E

、
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
こ
こ
で
倍

に
膨
れ
あ
が
っ
た

。

さ
ら
に
復
元
へ
の
足
ど
り
を
確

か
な
も
の
と
し
た
の
は
、
東
京
工
業
大
学
・
平
井
聖

教
授
の
ご
指
導
t

、
建
築
品
ナ
会
の
ご
好
意
により
平

面
図
と
外
観
写
真
を
得
ら
れ
たこ
と
、
で
あっ
た
。
外

観
、
内
観
の
輪
郭
は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
な

ぞ
り
出
さ
れ
た
。

輪
郭
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
装
飾
や
仕

上
げ
を
加
え
る
段
階
に
入
っ
た
。
こ
こ
は
、
あ
ま
り

正
確
と
は
思
え
な
い
当
時
の
記
事
や
錦
絵
、
ま
た
同

時
代
の
建
築
様
式
を
も
と
に
、
想
像
を
た
く
ま
し
く

す
る
「
建
築
的
な
」
作
業
と
な
っ
た。

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
始
め
た
六
月
か
ら
、
作
業
を

終
え
た
十
月
ま
で
、
作
業
内
容
に
濃
淡
の
ば
ら
つ
き

こ
そ
あ
れ
、
五
カ
月
を
費
や
し
た
。

こ
の
月
日
を
ふ

り
か
え
る
時
、
わ
ず
か
二
カ
月
と
い
う
第
一
次
仮
議

事
ム
呈
の
寿
命
のはか
な
き
が
、
実
感
を
も
っ
て
迫
っ

て
く
る
。
こ
の
復
元
に
よ
っ
て
、
た
と
え
誌
上
と
は

い
え
、
第
一
次
仮
議
事
堂
に
再
び
生
命
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
喜
ん
で
い
る
。
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